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●議案審議結果
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　令和6年度の水道事業は、有収率85.18％で前年より有収水量
が5万6千㎥減少。給水戸数は5,984戸に増加。収益的収支は収
益約2億9,693万円、費用約2億7,840円で純利益1,852万円。
資本的収支は約1億8,754円の支出に対し収入は約3,263万円。
不足分は消費税調整額等で補填。委員会では老朽配管の耐震化や
広域水道統合の進捗が議論され、全会一致で認定しました。

令和６年度令和６年度
水道事業会計決算水道事業会計決算
総収益　２億９,６９３万３千円
総費用　２億７,８４０万５千円
純利益　　　１,８５２万８千円

　令和6年度の特別会計決算は、国民健康保険特別
会計が歳入20億6,135万4千円、歳出20億3,630
万4千円で、実質収支は2,505万円。保険税収納率
は98.14%(前年度比0.16%減)。保険給付費は
66.8%を占め、被保険者数減少により8.0%減。介
護保険特別会計(保険事業勘定)は歳入18億1,897万
4千円、歳出17億4,059万2千円、実質収支は
7,838万2千円。保険料収納率は99.8%。歳出の
77.7%を占める保険給付費は、前年比１．８％増。

後期高齢者医療特別会計は歳入4億8,879万円、歳
出4億8,769万1千円、実質収支は109万9千円。保
険料収納率は100%。介護保険特別会計（介護サー
ビス事業勘定）は歳入1,600万9千円、歳出1,524
万6千円、実質収支は76万3千円。今後も健康寿命
の延伸と地域包括ケアシステムの深化、推進に取り
組む方針を確認。いずれも健全と認め、全会一致で
認定しました。

　令和6年度新富町一般会計決算の認定についてご
報告いたします。実質収支は2億2,812万円の黒字
でした。歳入は145億9,964万6千円、歳出は143
億2,800万1千円で、いずれも前年度を上回り、町
税は定額減税の影響で3％減の16億3,564万7千円
だったが、地方特例交付金が約6.5倍に増加し補填。
税徴収率は98.1％と過去最高を更新した。ふるさ

と納税は21億4,140万5千円、企業版は1億578万
円。歳出では人件費・扶助費が増加、公債費は借換
債の影響で減少。財政調整基金は2億2,149万1千
円増、地方債残高は3億2,498万5千円減。財政力
指数0.45、経常収支比率86.9％など、健全化判断
比率はすべて国基準を下回り、健全な財政状況が確
認され、全会一致で認定しました。

歳入　２５万３千円
歳出　１３万２千円

　　　　歳入　2億4,659万５千円
　　　　歳出　2億4,625万円

西都児湯情報公開・個人情報保護審査会特別会計 土地取得特別会計

　　　　歳入　1,６００万9千円
　　　　歳出　1,５２４万６千円

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）

　　　　歳入　1８億1,897万４千円
　　　　歳出　1７億4,059万２千円

介護保険特別会計（保険事業勘定）

　　　　歳入　4億8,879万円
　　　　歳出　4億8,769万１千円

後期高齢者医療特別会計

　　　　歳入　2０億6,135万４千円
　　　　歳出　2０億3,630万４千円

国民健康保険特別会計

令和6年度特別会計・水道事業会計決算をそれぞれ承認

令和6年度新富町一般会計決算を承認

自主
財
源
50.2％依存

財
源
49
.8

％

歳入
145億9,965万円

歳出
143億2,800万円

その他（依存）8.1％

県支出金
6.4%

消防費　2.2%
教育費　5.8% 公債費　4.5%

議会費　0.7%

災害復旧費　0.2%

地方交付税地方交付税
17.3%17.3%

国庫支出金国庫支出金
18.0%18.0% その他（自主）5.7%その他（自主）5.7%

繰入金繰入金
17.9%17.9%

寄附金寄附金
15.4%15.4%

総務費総務費
45.1%45.1%

予備費予備費
0.0%0.0%

民生費民生費
23.7%23.7%衛生費衛生費

4.9%4.9%

農林水産業費農林水産業費
5.7%5.7%

商工費商工費
1.2%1.2%

土木費土木費
6.0%6.0%

町税　1.2%町税　1.2%

決
算
承
認
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令和７年度　一般会計補正予算を可決令和７年度　一般会計補正予算を可決

５億５,４４５万６千円を追加補正
取組事業(一部抜粋)

電子投票実施支援業務委託(新規)
事業費　１,１５３万４千円

タブレット端末等を利用した電子投票及び開票業
務を行うための経費

農畜産物販売促進協議会補助金
事業費　２１０万円

町内の中学校3年生を対象に新富町産食材を用い
た食育授業に係る取組への補助金

移動式排水ポンプ購入ほか(新規)
事業費　１億４,４００万円

内水氾濫時の排水、大規模災害時の消火用水確保
のための移動式排水ポンプ等の購入費

車載式草刈機購入(新規)
事業費　１,５５０万円

道路沿いや路肩の雑草木除去のための車載式草刈
機の購入費

公共土木災害復旧費(新規)
事業費　１,４００万円

台風15号で被害を受けた町道や、土砂・立竹木
の撤去に係る費用

避難所用資材購入
事業費　１００万円

避難所用パーテーション、ベット、マット等の購
入費

※イメージ画

一
般
会
計
補
正
予
算
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ス
マ
ホ
で
視
聴

　
で
き
ま
す
▼

三
み

浦
うら

　 千
ち

尋
ひろ

議員

企
業
誘
致
の
進
捗
に
つ
い
て

新
規
認
定
１
社
、
相
談
中
１
社
、

事
前
相
談
中
が
３
社
あ
る

町 長

 

問 　

働
く
場
所
作
り
は
人
口
流
出

を
止
め
、
町
の
再
生
に
欠
か
せ
な
い
。

本
町
へ
の
企
業
進
出
に
は
ど
ん
な
問

題
が
あ
る
と
思
う
か
。

 

町
長 　

ま
と
ま
っ
た
工
業
団
地
が

な
く
、
区
画
の
整
備
、
下
水
排
水
整

備
が
さ
れ
て
な
い
こ
と
も
不
利
な
条

件
で
あ
る
。

 

問 　

企
業
と
自
治
体
を
結
ぶ
も
の

は
共
に
歩
ん
で
頂
け
る
担
当
者
の
情

熱
、
そ
れ
を
一
緒
に
考
え
て
行
く
マ

ッ
チ
ン
グ
と
共
有
だ
と
思
う
が
今
後

の
方
針
を
伺
う
。

 

町
長 　

特
に
こ
の
８
年
間
、
企
業

が
来
て
い
る
。
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
や
直
売
所
も
加
わ
り
、
関
係
人
口

増
に
よ
り
消
費
動
向
も
16
億
２
千
万

円
程
度
発
生
。
町
内
回
遊
、
滞
在
が

今
後
の
施
策
の
大
き
な
柱
と
考
え
る
。

 

問 　

地
方
創
生
交
付
金
制
度
の
名

称
で
始
ま
っ
た
、
第
２
世
代
交
付
金

を
活
用
し
た
事
業
に
つ
い
て
の
推
進

見
込
み
、
考
え
を
伺
う
。

 

町
長 　

若
者
や
女
性
に
求
め
ら
れ

る
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
ろ
う
と
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
の
成

果
を
も
と
に
次
年
度
の
申
請
に
向
け

て
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

 

問 　

台
北
市
萬
華
区
と
の
学
生
派

遣
、
ア
ス
リ
ー
ト
交
流
、
産
業
振
興

な
ど
総
合
交
流
で
高
く
評
価
し
て
い

る
。
今
後
、
台
湾
の
企
業
誘
致
等
期

待
す
る
が
友
好
都
市
協
定
の
進
捗
に

つ
い
て
伺
う
。

 

町
長 　

台
北
の
中
で
も
ス
ポ
ー
ツ

協
会
、
商
店
会
会
長
と
の
繋
が
り
の

拡
大
に
努
め
て
い
る
。

 

問 　

積
極
的
な
交
流
拡
大
の
た
め
、

議
会
も
一
緒
に
な
っ
て
枠
作
り
出
来

な
い
の
か
伺
う
。

 

町
長 　

多
く
の
台
北
議
員
、
国
会

議
員
参
加
の
も
と
で
協
定
を
結
ん
だ
。

議
員
の
皆
さ
ん
に
も
同
行
い
た
だ
く

機
会
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
し
、
半
導

体
関
連
の
町
内
企
業
様
に
も
声
が
け

し
情
報
収
集
す
る
な
ど
、
新
富
町
は

や
れ
る
事
を
や
っ
て
い
き
な
が
ら
、

周
辺
市
町
と
も
連
携
し
計
画
し
て
い

く
。

 

問 　

地
域
の
未
来
を
託
す
た
め
、

児
童
生
徒
の
確
保
が
急
が
れ
る
。
Ａ

Ｉ
、
英
会
話
等
特
徴
あ
る
教
育
の
取

り
組
み
も
他
自
治
体
に
先
駆
け
て
必

要
で
は
な
い
か
。

 

教
育
長 　

教
育
は
大
き
な
転
換
点

に
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
魅
力
を
感

じ
る
よ
う
な
特
色
あ
る
教
育
展
開
が

必
要
で
あ
る
。
本
年
度
か
ら
協
議
会

を
立
ち
上
げ
て
学
校
の
未
来
図
を
も

う
一
度
練
り
直
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

町
内
の
活
性
化
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

スマートIC周辺の企業誘致に期待

“工場増床”で居住者増へ

一
般
質
問
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一
般
質
問

大
おお

木
き

俊
しゅん

二
じ

議員

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は

小
中
学
校
と
も
に
国
、
県
の

平
均
、
ま
た
は
や
や
上
回
る

教育長

問　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に

対
す
る
評
価
は
。

教
育
長　

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
小
学
校
は
国
語
、
算
数
、

理
科
と
も
に
全
国
及
び
宮
崎
県
の
平

均
程
度
で
あ
っ
た
。
中
学
校
は
、
国

語
、
数
学
、
理
科
と
も
に
全
国
及
び

宮
崎
県
の
平
均
程
度
か
上
回
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
教
科
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
学
力
は
異
な
る
た
め
、
全
て
の
教

科
の
平
均
で
学
力
を
判
断
す
る
の
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

理
数
教
科
の
苦
手
意
識
の
改

善
対
策
は
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

理
数
教
科
に
苦
手
意
識

の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応
と
し
て
、

授
業
の
は
じ
め
に
既
習
事
項
の
復
習

を
行
っ
た
り
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
を
用
い

た
習
熟
度
別
の
学
習
を
行
っ
て
い

る
。　問　

児
童
生
徒
質
問
調
査
の
主
体

的
、
対
話
的
で
深
い
学
び
に
取
組
ん

で
い
る
か
の
問
い
に
対
し
て
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
伺
う
。

教
育
長　

新
富
町
で
は
主
体
的
、

対
話
的
で
深
い
学
び
に
関
わ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
項
目
の
多
く
が
、
小
、
中
学

校
と
も
に
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い

る
。

問　

鳥
獣
被
害
の
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長　

鳥
獣
被
害
の
現
状
に
つ
い

て
は
、
過
去
３
年
間
の
主
な
鳥
獣
捕

獲
数
及
び
被
害
額
は
、
令
和
４
年
度

は
、
サ
ル
７
頭
、
イ
ノ
シ
シ
13
頭
，

シ
カ
１
頭
で
被
害
額
約
３
９
２
万
円
、

令
和
５
年
度
は
、
サ
ル
12
頭
、
イ
ノ

シ
シ
19
頭
、
シ
カ
５
頭
で
被
害
額
約

３
９
０
万
円
、
令
和
６
年
度
は
、
サ

ル
13
頭
、
イ
ノ
シ
シ
24
頭
、
シ
カ
５

頭
で
被
害
額
約
３
９
０
万
円
で
あ
る
。

問　

電
気
柵
等
の
購
入
補
助
内
容

は
。町長　

農
作
物
被
害
防
止
の
た
め

の
電
気
柵
購
入
に
対
し
て
一
部
を
助

成
す
る
県
、
及
び
町
の
補
助
事
業
の

取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問　

町
内
で
猿
被
害
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
新
富
町
で
電
気
柵
の

設
置
、
地
区
に
は
箱
罠
を
貸
し
出
す

等
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

住
宅
地
に
関
し
て
は
、
箱

罠
な
ど
を
設
置
し
て
対
応
し
て
い
る
。

被
害
防
止
対
策
と
し
て
、
電
気
柵
の

設
置
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

問　

鳥
獣
被
害
が
多
い
場
所
を
中

心
に
樹
木
等
の
伐
採
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

森
林
に
は
緩
衝
帯
と
し
て

の
効
果
も
あ
る
。
伐
採
に
つ
い
て
は

個
人
所
有
の
場
所
も
あ
る
の
で
難
し

い
が
、
町
有
地
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
い
き
た
い
。

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

デジタル授業で進める働き方改革

年々深刻化！効果的な対策を！
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問　

今
年
の
生
産
者
米
価
、
出
荷

量
は
。

町
長　

玄
米
30
ｋ
ｇ
１
等
米
で
昨

年
よ
り
５
，
５
０
０
円
高
い
１
６
，

３
０
０
円
だ
っ
た
。
出
荷
量
は
昨
年

よ
り
44
ｔ
少
な
い
６
１
６
ｔ
を
見
込

ん
で
い
る
。

問　

来
年
以
降
米
の
増
産
は
可
能

か
。町長　

加
工
用
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
か
ら

の
転
換
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
主

食
用
米
の
作
付
面
積
が
56
ｈ
ａ
増
加

し
て
い
る
。
米
価
高
騰
が
続
き
転
換

が
進
め
ば
、
主
食
用
米
の
増
産
は
可

能
と
判
断
。

問　

宮
崎
県
教
職
員
の
残
業
過
多

に
つ
い
て
。

教
育
長

残
業
減
に
努
力
す
る
。

は
。町長

10
月
26
日
に
、
津
波
浸
水

想
定
区
域
の
各
地
区
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
避
難
場
所
へ
避
難
す
る
訓
練
を
予

定
し
て
い
る
。

問　

無
記
名
で
分
別
の
で
き
て
い

な
い
ゴ
ミ
の
対
応
は
。

町
長　

中
身
な
ど
か
ら
世
帯
を
特

定
で
き
る
場
合
は
指
導
を
行
い
、
特

定
で
き
な
い
場
合
は
、
１
〜
２
週
間

置
い
た
の
ち
に
対
処
を
し
て
い
る
。

問　

分
別
の
で
き
て
い
な
い
ゴ
ミ

は
地
区
外
の
人
が
多
い
よ
う
に
感
ず

る
が
、
行
政
が
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
ほ
し
い
。

町
長　

努
力
す
る
。

問　

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
等
の

回
収
要
領
は
。

町
長　

近
隣
の
大
型
家
電
量
販
店

な
ど
、
専
用
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
て
い
る
店
舗
を
紹
介
し
て
い
る
。

そ
こ
で
回
収
で
き
な
い
場
合
は
役
場

に
お
い
て
回
収
す
る
。
廃
棄
す
る
場

合
は
絶
縁
処
置
を
確
実
に
行
っ
て
ほ

し
い
。

整
交
付
金
も
必
要
な
配
慮
が
な
さ
れ

る
も
の
と
認
識
。

問　

整
備
拠
点
の
誘
致
に
関
す
る

現
在
の
動
き
は
。

町
長　

様
々
な
課
題
等
を
関
係
機

関
に
確
認
を
取
り
な
が
ら
検
討
し
て

い
る
。
引
き
続
き
実
現
性
を
考
慮
し

活
動
し
て
い
く
。

問　

今
年
度
の
防
災
訓
練
の
予
定

防
災
、
危
機
管
理
に
つ
い
て

環
境
問
題
に
つ
い
て

農
業
関
連
に
つ
い
て

学
校
教
育
関
連
に
つ
い
て

揖
い

斐
び

兼
かね

久
ひさ

議員

Ｆ
35
Ｂ
デ
モ
飛
行
に
関
す
る

町
長
の
感
想
は

町 長

問　

Ｆ
35
Ｂ
関
連
の
今
後
の
進
め

方
は
。

町
長　

騒
音
対
策
や
安
心
・
安
全

対
策
を
担
保
し
た
う
え
で
の
訓
練
を

要
望
し
て
い
る
。
諸
問
題
を
解
決
し
、

住
民
の
住
環
境
確
保
が
で
き
る
よ
う

に
努
め
る
。

問　

防
音
工
事
の
現
状
は
。

町
長　

令
和
７
年
８
月
末
で
希
望

届
数
が
約
３
８
０
世
帯
。
約
１
３
０

世
帯
が
完
了
。
引
き
続
き
周
知
を
図

っ
て
い
く
。

問　

要
望
活
動
の
成
果
と
し
て
、

「
住
宅
兼
用
の
事
務
所
・
商
店
の
防

音
工
事
が
可
能
」
「
防
音
工
事
限
度

額
の
毎
年
見
直
し
」
「
騒
音
区
域
の

見
直
し
は
早
急
に
始
め
る
。
そ
の
際
、

平
成
28
年
度
の
案
よ
り
は
広
く
な

る
」
と
い
う
成
果
を
得
た
が
間
違
い

な
い
か
。

町
長　

そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
、
基
地
交
付
金
、
調

F35Bデモフライト

食卓に欠かせないお米

絶縁処理を
確実に

騒
音
時
間
が
長
い
と
思
っ

た

一
般
質
問
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般
質
問

今
いま

村
むら

行
ゆき

信
のぶ

議員

Ｆ-

35
Ｂ
の
夜
間
垂
直
着
陸

訓
練
は

現
行
案
は
認
め
る
こ
と
が

で
き
な
い

町 長

問　

受
認
限
度
を
超
え
る
騒
音
負

担
が
あ
る
現
状
か
ら
、
更
な
る
騒
音

負
担
と
な
る
で
あ
ろ
う
夜
間
垂
直
着

陸
訓
練
で
の
練
度
向
上
の
た
め
の
訓

練
計
画
に
は
、
必
要
性
を
感
じ
ら
れ

な
い
の
で
、
国
の
訓
練
計
画
に
は
理

解
し
が
た
い
思
い
で
あ
る
。
町
長
の

思
い
は
。

町
長　

馬
毛
島
の
自
衛
隊
施
設
整

備
が
遅
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
田

原
基
地
で
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
訓
練
に
つ
い
て
の
回
数
に
つ
い

て
は
、
現
行
案
は
認
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
あ
ま
り
に
も
負
担
が
過
大

す
ぎ
る
。
特
に
夜
間
訓
練
に
つ
い
て

大
幅
に
減
ら
し
て
い
た
だ
く
よ
う
国

に
伝
え
て
い
る
。

問　

８
月
７
日
の
飛
行
実
演
に
つ

い
て
は
。

町
長　

騒
音
時
間
が
ほ
か
の
戦
闘

機
と
比
較
し
て
も
長
か
っ
た
。
今
回

の
飛
行
実
演
は
、
町
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
重
要
な
機
会
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
基
地
内

で
体
感
さ
れ
た
区
長
さ
ん
方
か
ら

「
思
っ
た
よ
り
大
き
く
な
か
っ

た
。
」
三
納
代
の
温
泉
周
辺
で
体
感

さ
れ
た
方
か
ら
は
、
「
あ
ん
だ
け
長

い
音
が
し
た
ん
で
う
る
さ
か
っ

た
。
」
等
の
声
を
聴
い
て
い
る
。

問　

２
回
目
の
町
民
説
明
会
に
つ

い
て
の
国
と
の
協
議
は
。

町
長　

前
回
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

は
、
し
っ
か
り
や
る
よ
う
伝
え
て
い

る
。問　

早
期
の
騒
音
区
域
の
見
直
し

を
国
に
求
め
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

る
が
。

町
長　

近
々
、
防
衛
省
に
行
っ
て
、

早
急
に
騒
音
度
調
査
を
実
施
す
る
よ

う
要
望
す
る
。
議
会
の
協
力
を
い
た

だ
き
た
い
。

問　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
の

国
・
県
の
被
害
想
定
見
直
し
に
伴
う

本
町
へ
の
影
響
は
。

町
長　

住
居
エ
リ
ア
に
お
け
る

「
浸
水
想
定
区
域
」
の
変
更
は
な
く
、

被
害
想
定
に
変
更
は
生
じ
て
な
い
。

問　

避
難
所
に
お
け
る
備
品
に
つ

い
て
。

町
長　

ア
ル
フ
ァ
化
米
等
の
食
料

品
、
飲
料
水
、
粉
ミ
ル
ク
、
哺
乳
瓶
、

毛
布
、
携
帯
ト
イ
レ
、
段
ボ
ー
ル
ベ

ッ
ト
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
備

え
て
お
り
、
更
に
充
実
さ
せ
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

問　

災
害
関
連
死
が
発
生
し
な
い

た
め
の
対
策
は
。

町
長　

災
害
弱
者
で
あ
る
高
齢
者

や
障
が
い
者
、
妊
婦
等
「
要
配
慮

者
」
が
災
害
関
連
死
を
招
か
な
い
よ

う
対
応
の
た
め
の
諸
資
材
の
充
実
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
健
康
管
理
の

た
め
、
巡
回
に
よ
る
健
康
状
態
の
把

握
や
、
高
齢
者
の
「
孤
立
」
を
防
ぐ

た
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
も
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

災
害
関
連
死
対
策
で
は
備
品

の
備
え
が
必
要

騒音を体感。居住区域では不安の声

避難生活の不安解消を

※イメージ画
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を
伺
う
。

町
長　

様
々
あ
る
が
一
つ
と
し
て
、

住
民
一
人
当
り
の
搬
入
量
が
西
都
児

湯
管
内
の
平
均
よ
り
多
い
傾
向
に
な

っ
て
い
る
。

問　

粗
大
ご
み
が
多
い
原
因
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。

町
長　

原
因
を
つ
か
む
こ
と
は
難

し
い
が
、
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
の
一

つ
に
町
外
の
方
や
事
業
者
の
方
が
持

ち
込
む
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
る
。

問　

対
策
強
化
や
他
の
自
治
体
の

様
に
有
料
化
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

料
金
設
定
を
検
討
し
て
い

く
の
も
一
つ
の
手
で
あ
る
が
、
町
民

負
担
に
な
る
た
め
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　

充
電
式
電
池
の
回
収
に
関
す

る
町
民
へ
の
周
知
は
。

町
長　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ラ

イ
ン
で
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
文

書
で
の
全
戸
配
布
も
行
う
。

ト
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問　

マ
イ
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た
給

水
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

現
在
本
町
に
お
い
て
マ
イ

ボ
ト
ル
用
給
水
機
の
設
置
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
近
年
の
気
温
上
昇
や
猛

暑
日
数
の
増
加
に
よ
り
、
熱
中
症
対

策
の
重
要
性
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を

促
す
環
境
整
備
は
、
町
民
の
健
康
を

守
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
と
認
識

を
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
対
応
が

有
効
で
あ
る
か
研
究
を
し
て
い
く
。

問　

旧
藤
山
ゴ
ミ
処
理
場
の
課
題

問　

民
間
施
設
の
活
用
や
水
泳
指

導
の
外
部
委
託
の
考
え
は
。

教
育
長　

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
施

設
の
老
朽
化
も
あ
り
、
毎
年
、
確
認

や
修
繕
を
行
い
な
が
ら
運
営
し
て
い

る
が
、
今
後
、
大
改
修
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
に
は
町
内
民
間
施
設
を
利

用
し
て
授
業
を
お
こ
な
う
こ
と
も
考

え
の
一
つ
だ
と
思
う
の
で
、
実
施
可

能
か
な
ど
民
間
施
設
業
者
へ
の
外
部

委
託
も
含
め
た
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

問　

職
員
に
対
し
て
空
調
付
き
ベ

ス
ト
等
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

高
温
時
に
お
い
て
の
屋
外

作
業
も
想
定
さ
れ
る
の
で
熱
中
症
予

防
の
観
点
か
ら
も
、
空
調
付
き
ベ
ス

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

ご
み
対
策
に
つ
い
て

松
まつ

浦
うら

美
み

緒
お

議員

命
を
守
る
水
泳
授
業
は

教育長

問　

水
泳
授
業
の
実
施
状
況
を
伺

う
。教育

長　

各
学
校
と
も
６
月
中
旬

か
ら
７
月
中
旬
に
か
け
て
実
施
し
て

い
る
。
指
導
者
は
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
の
た
め
複
数
人
で
の
対
応
を
行

っ
た
り
、
暑
さ
対
策
と
し
て
「
授
業

開
始
の
あ
い
さ
つ
や
準
備
運
動
ま
で

は
室
内
で
行
う
」
「
プ
ー
ル
サ
イ
ド

に
テ
ン
ト
を
設
置
す
る
」
な
ど
各
学

校
に
お
い
て
色
々
な
熱
中
症
対
策
や

安
全
対
策
を
行
い
な
が
ら
実
施
し
て

い
る
。

一
般
質
問

命を守る授業としての一面も

危険な暑さへの
十分な配慮

健康・環境の
両面で効果

「
着
衣
泳
」
な
ど
命
を
守

る
泳
ぎ
方
な
ど
実
施
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パ
ー
ソ
ン
と
し
て
活
動
し
、
教
育
の

理
念
に
基
づ
い
た
提
案
と
調
整
を
担

っ
て
い
る
。

問　

部
活
動
支
援
の
人
材
確
保
の

現
状
を
伺
う
。

教
育
長　

部
活
動
支
援
の
人
材
バ

ン
ク
へ
の
登
録
は
増
え
て
い
な
い
。

指
導
の
範
囲
、
責
任
の
所
在
、
活
動

時
間
な
ど
の
懸
念
か
ら
応
募
が
な
い

と
考
え
る
。
今
年
度
は
部
活
動
統
括

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
顔

の
見
え
る
形
で
人
材
発
掘
を
進
め
て

い
る
。

       

問　

若
年
層
人
口
の
目
標
設
定
で
、

こ
の
数
年
平
均
45
名
程
度
減
少
し
て

い
る
中
で
令
和
８
年
度
に
12
名
増
の

目
標
を
立
て
て
い
る
根
拠
と
、
こ
の

一
般
質
問

問　

最
低
限
の
生
活
環
境
を
定
め

た
ス
フ
ィ
ア
基
準
へ
の
対
応
状
況
は
。

町
長　

現
状
未
達
で
あ
る
が
、
避

難
所
運
営
を
適
切
に
行
う
こ
と
で
理

想
に
は
近
づ
け
る
。
優
先
順
位
を
定

め
段
階
的
に
整
備
を
進
め
る
。

問　

ト
イ
レ
の
衛
生
面
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
確
保
の
た
め
の
空
間
整
備
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長　

簡
易
ト
イ
レ
や
凝
固
剤
の

備
蓄
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
空
間
整
備
の
た
め

の
予
算
措
置
も
進
め
て
い
る
が
、
避

難
所
運
営
は
共
助
が
基
本
で
、
住
民

へ
の
事
前
周
知
と
意
識
づ
け
が
重
要

で
あ
り
周
知
に
努
め
る
。

努
め
る

安心感が命を
つなぐ

目
標
に
新
田
原
基
地
の
部
隊
編
成
に

よ
る
増
員
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

町
長　

な
る
べ
く
目
標
値
と
し
て
、

現
状
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
据
え
置
い
て
い
る
。
部
隊
再

編
に
よ
る
増
員
は
考
え
ら
れ
る
が
、

目
標
設
定
に
は
加
味
さ
れ
て
い
な
い
。

問　

現
在
設
定
さ
れ
て
い
る
Ｋ
（
※
①
）Ｐ

Ｉ
で
町
長
の
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
達

成
で
き
る
の
か
伺
う
。

町
長　

現
在
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
で
は
十
分

と
言
え
な
い
。
Ｐ
（
※
②
）Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

も
効
果
的
に
回
せ
て
い
な
い
点
も
課

題
で
あ
る
。
短
期
的
に
設
定
し
た
も

の
を
確
実
に
積
み
上
げ
、
検
証
・
更

新
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

新富町の未来設計図

羽
は

田
た

野
の

治
おさむ

議員

防
災
対
策
と
災
害
弱
者
へ
の

対
応
は

段
階
的
な
整
備
と
個
別
避
難

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る

町 長
問　

避
難
情
報
発
令
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
不
安
を
感
じ
る
。
特
に
災
害
弱

者
と
言
わ
れ
る
方
に
は
早
め
の
情
報

発
信
が
必
要
で
は
。

町
長　

避
難
情
報
の
発
信
は
、
気

象
状
況
や
安
全
性
を
総
合
的
に
判
断

し
て
行
っ
て
お
り
適
切
と
考
え
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者
に
つ
い
て
は
、

個
別
避
難
計
画
を
も
と
に
、
登
録
さ

れ
た
支
援
者
に
初
期
対
応
を
お
願
い

し
て
い
る
。

問　

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

の
配
置
と
役
割
を
伺
う
。

教
育
長　

地
域
学
校
協
働
活
動
推

進
員
は
常
勤
１
名
、
非
常
勤
２
名
体

制
で
、
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
キ
ー

小
中
学
校
の
学
校
運
営

と
地
域
連
携
は

“やりたい”をできる環境を！

第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」

創
生
総
合
戦
略
の
進
捗
と
評
価
は

※出典：スポーツ庁ホームページ

※① ＫＰＩとは業績を評価し管理するための指標　※② ＰＤＣＡとは計画・実行・評価・改善を繰り返すビジネスサイクル
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ス
マ
ホ
で
視
聴

　
で
き
ま
す
▼

度
３
２
８
４
戸
か
ら
令
和
７
年

３
０
６
８
戸
で
２
１
６
戸
減
と
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
一
桁
の

戸
数
し
か
な
い
地
区
が
３
地
区
あ
り
、

運
営
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の

大
き
な
課
題
に
重
点
的
に
取
組
む
た

め
、
仮
称
「
自
治
会
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
」
が
必
要
で
は
。

 

町
長 　

地
区
運
営
に
関
し
て
深
刻

な
懸
念
を
抱
い
て
い
る
。
戸
数
の
減

少
に
よ
り
、
運
営
そ
の
も
の
が
困
難

で
あ
っ
た
り
、
役
員
の
担
い
手
不
足

や
、
区
長
の
交
代
が
長
ら
く
行
わ
れ

て
い
な
い
地
区
も
存
在
し
て
お
り
、

地
域
の
持
続
的
な
運
営
体
制
に
課
題

が
生
じ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後

の
地
区
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
改
め

て
丁
寧
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

問 　

大
地
震
時
の
備
え
に
、
木
造

住
宅
密
集
地
や
障
害
者
世
帯
等
を
優

先
的
に
「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
設

置
は
で
き
な
い
か
。

 

町
長 　

早
速
、
検
討
し
て
み
た
い

阿
あ

萬
まん

　 誠
せい

郎
ろう

議員

民
生
・
児
童
委
員
の
制
度
改

善
を

町 長
ど
の
よ
う
な
整
備
方
針
な
の
か
。

 

町
長 　

地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
で

は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
で
使
用
で

き
る
多
目
的
広
場
の
整
備
を
望
む
方

が
多
く
、
サ
（
※
③
）ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場

調
査
の
結
果
、
総
合
的
に
判
断
し
た

上
で
「
多
目
的
広
場
と
住
宅
地
」
と

し
て
整
備
を
目
指
し
た
い
。

    

問 　

地
区
加
入
戸
数
が
令
和
５
年

早急な基本計画案の提示を

と
思
う
。

 

問 　

要
望
の
あ
っ
た
、
金
丸
頭
首

工
維
持
補
修
は
長
期
的
改
修
に
な
る

が
、
事
業
費
等
の
増
額
に
伴
う
受
益

者
負
担
軽
減
に
善
処
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

 

町
長 　

宮
崎
市
と
西
都
市
と
新
富

町
の
関
係
に
な
る
の
で
、
負
担
の
バ

ラ
ン
ス
を
２
市
１
町
で
図
り
な
が
ら
、

負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
し
っ
か
り

検
討
し
て
行
く
。

重要インフラの計画的な維持管理を

 

問  

現
在
、
３
年
に
一
度
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
選
任
に
つ
い
て
、
14

名
の
民
生
委
員
推
薦
会
委
員
で
本
町

の
定
数
34
名
の
選
考
が
行
わ
れ
て
お

り
、
限
ら
れ
た
エ
リ
ア
内
で
の
選
考

は
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
制
度
を
持

続
可
能
な
も
の
と
す
る
に
は
、
多
様

な
人
材
と
の
繋
が
り
の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
福
祉
団
体
等
の
組
織
に
町
か

ら
業
務
が
委
託
で
き
る
仕
組
み
と
な

る
よ
う
国
県
に
制
度
改
善
を
求
め
て

ほ
し
い
。

 

町
長 　

民
生
児
童
委
員
の
選
任
は

大
変
厳
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
し
っ

か
り
改
善
を
求
め
て
行
き
た
い
。

 

問 　

成
法
寺
住
宅
跡
地
は
、
今
後

成
法
寺
住
宅
跡
地
の
早
期
整

備
を

地
区
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

を し
っ
か
り
改
善
を
求
め
て

行
き
た
い

受
益
者
負
担
軽
減
に
善
処
を

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
を

一
般
質
問

※③サウンディング調査とは、地方公共団体が所有する土地や施設の活用方法について、民間事業者から広く意見を聞く事。
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番　号 件　名 結　果
議案第４３号 令和７年度新富町一般会計補正予算 可決 全員

議案第４４号 令和７年度新富町国民健康保険特別会計補正予算 可決 全員

議案第４５号 令和７年度新富町介護保険特別会計(保険事業勘定)補正予算 可決 全員

議案第４６号 令和７年度新富町後期高齢者医療特別会計補正予算 可決 全員

議案第４７号 令和７年度新富町介護保険特別会計(介護サービス事業勘定)補正予算 可決 全員

議案第４８号 令和７年度新富町水道事業会計補正予算 可決 全員

議案第４９号 令和６年度新富町水道事業会計剰余金の処分について 可決 全員

議案第５０号 新富町の議会の議員及び長の選挙における電磁的記録式投票機を用いて行う投票に
関する条例 可決 全員

議案第５１号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第５２号 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第５３号 新富町都市公園条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第５４号 新富町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第５５号 新富町手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第５６号 新富町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第５７号 工事請負契約の締結について (令和７年度 準用河川五反田川災害復旧対策工事) 可決 全員

議案第５８号 工事請負契約の締結について (令和７年度 防衛施設周辺民生安定施設整備事業越馬
場～野中線道路改修工事(１工区)) 可決 全員

議案第５９号 工事請負契約の締結について (令和７年度 防衛施設周辺民生安定施設整備事業越馬
場～野中線道路改修工事(２工区)) 可決 全員

議案第６０号 工事請負契約の締結について (令和７年度 防衛施設周辺民生安定施設整備事業 越馬
場～野中線道路改修工事(３工区)) 可決 全員

議案第６１号 工事請負契約の締結について (令和７年度 防衛施設周辺民生安定施設整備事業 観音
橋側道橋設置工事) 可決 全員

議案第６２号 物品売買契約の締結について (令和７年度 宮崎県公立学校情報機器整備事業補助金(
公立学校情報機器購入)新富町立小中学校ＧＩＧＡスクール用タブレットＰＣ購入) 可決 全員

議案第６３号 公の施設の指定管理者の指定について(新富町文化会館) 可決 全員

議案第６４号 令和７年度新富町一般会計補正予算 可決 全員

認定第　１号 令和６年度新富町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 全員

認定第　２号 令和６年度新富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 全員

認定第　３号 令和６年度新富町介護保険特別会計(保険事業勘定)歳入歳出決算の認定について 認定 全員

認定第　４号 令和６年度新富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について。 認定 全員

認定第　５号 令和６年度西都児湯情報公開・個人情報保護審査会特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 認定 全員

認定第　６号 令和６年度新富町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 全員

認定第　７号 令和６年度新富町介護保険特別会計(介護サービス事業勘定)歳入歳出決算の認定に
ついて 認定 全員

認定第　８号 令和６年度新富町水道事業会計決算の認定について 認定 全員

報告第１０号 専決処分の報告について(損害賠償の額を定め和解することについて) － －

報告第１１号 令和６年度決算に基づく新富町健全化判断比率及び資金不足比率について － －

報告第１２号 債権放棄の報告について － －

令和７年９月定例会　議案等の審議結果
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 安心・安全な生活環境の確保は必要！
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【令和7年度 基地対策特別委員会 要望活動報告】
　基地対策特別委員会では、6月・7月に防
衛省・総務省・財務省へ要望活動を行いまし
た。防衛省からは、騒音区域見直し後の「指
定再告示方式」により、対象住宅すべてに外
郭防音工事が可能となること、店舗・事業所
併用住宅の防音工事対象化への検討、工事費
限度額の引き上げ調整など、前向きな回答を
得ました。また、防衛関連交付金についても

所要額の確保に努めるとの回答がありました。
財務省からは、F-35B配備による騒音増加へ
の対応を検討する旨、総務省からは地域の声
を受け止め検討するとの回答をいただきまし
た。町民の声を国に届けるこの活動は、安
心・安全な生活環境の確保に向けた重要な取
り組みです。今後も執行部と連携し、快適な
まちづくりのため継続してまいります。

・第1種区域見直しに係る騒音度調査の早期実施
・調査結果に基づく住宅防音工事等の環境対策の実施
・垂直着陸訓練（特に夜間）の回数見直し
・馬毛島完成後の夜間訓練については原則的に実施しないこと

主　

な

要
望
事
項

阿萬議長総括

江藤拓衆議院議員

騒音度調査の早期実施

出典：防衛省ホームページ イメージ画

防音工事等の環境対策 馬毛島完成後の夜間訓練原則不実施

　F-35Bの性能を評価し
つつも、騒音や事故への
住民不安に言及。新機体
導入時の不安は過去のオ
スプレイ配備時にも見ら
れたとし、地域との信頼
関係の重要性を訴えた。

　今回、垂直着陸訓練回数をはじめ、要望に対す
る明確な軽減策についての回答は得られなかった
ものの、当日要請の場に防衛大臣が対応されたこ
とには感謝したい。その上で、改めて現行の訓練
計画は認められるものではなく、特に馬毛島完成
後の夜間訓練については、限りなくゼロに近い回
数となるよう求めたところであります。
　今後も国の動向に注視し、執行部と連携を図り
ながら、住民への負担軽減対策の実現に向けて要
望活動を継続してまいります。

騒音度調査の早期実施

出典：防衛省ホームページ
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国防の重要性は理解。しかし町民の  
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　令和7年9月12日、新富町長と町議会は防衛省を訪問し、F-35B配備に伴う地域
への影響について正式に要望。町長・議長・議員9名が参加し、江藤拓衆議院議員
の同行のもと、中谷防衛大臣らと意見交換を行った。

（令和7年9月12日）新富町議会　防衛省訪問報告書

　地元の理解と協力に感
謝を述べた上で、騒音調
査の実施と第1種区域の
見直しを検討する姿勢を
表明。垂直着陸訓練の負
担軽減策についても真摯
に検討中であり、準備が
整い次第地元への説明を
行う意向を示した。

　地訓練回数の見直しに
ついては「負担軽減策と
して検討中」と説明。馬
毛島完成後の夜間訓練に
関しては、住民の意向を
受け止めた上で検討し、
後日回答する方針を示し
た。

小嶋町長

中谷防衛大臣 地方協力局長

　F-35B配備の意義は認
めつつ、夜間訓練の頻度
や騒音への住民不安に配
慮し、地域の理解と環境
対策を重視。馬毛島完成
後の夜間訓練は原則中止
を強く要望。

阿萬議長

小嶋町長・阿萬議長・江藤拓衆議院議員・議員９名

　定例会会期中にもかか
わらず議会全体で訪問し
たことを強調。夜間訓練
による住民負担の軽減を
求め、町長と同様に馬毛
島完成後の夜間訓練の原
則不実施を要望。



　敬老の日は、1947年に兵庫県多可郡野間谷村（現在の多可町）で当時の村長が「老人を大
切にし、お年寄りの知恵を借りて村作りをしよう」という趣旨で開いた敬老会が始まりです。
この取り組みは村から県、県から全国に広がり、1966年に９月１５日を国民の祝日である
「敬老の日」として定められました。その後、2003年からはハッピーマンデー制度により9
月の第3月曜日に変更になりました。

宮
崎
県
新
富
町
議
会
だ
よ
り

■
発
行
責
任
者
／
新
富
町
議
会
議
長　

阿
萬
誠
郎　
　
　
　
　
　
　

■
印
刷
／
ふ
く
し
げ
印
刷

　

自
民
党
の
新
総
裁
が
決
ま
っ

た
。
議
会
広
報
紙
が
届
く
こ
ろ

に
は
、
日
本
初
の
女
性
総
理
が

誕
生
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

今
後
の
手
腕
に
期
待
し
た
い
。

現
在
の
日
本
は
、
「
防
衛
・
外

交
」
「
農
業
政
策
」
「
経
済
対

策
」
「
物
価
高
対
策
」
「
医

療
・
介
護
」
「
少
子
高
齢
化
」

な
ど
の
問
題
が
山
積
み
で
あ
る
。

問
題
解
決
の
た
め
の
政
策
は
、

中
央
政
府
の
独
り
よ
が
り
で
は

な
く
、
地
方
の
現
状
を
よ
く
見

据
え
た
う
え
で
打
ち
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
だ
。
農
業
を

主
産
業
と
し
、
基
地
を
抱
え
る

新
富
町
の
議
会
と
し
て
は
、
生

産
者
や
基
地
周
辺
住
民
の
現
状

を
し
っ
か
り
把
握
し
、
執
行
部

と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
積
極
的

に
要
望
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｉ
Ｖ
Ｙ

議
会
広
報
特
別
委
員
会

連
絡
先　

議
会
事
務
局

☎
３
３-

６
１
３
９

委
員
長

副
委
員
長

委

員

羽
田
野　

治

小
山　

早
苗

今
村　

行
信

松
浦　

美
緒

石
﨑　

俊
二

揖
斐　

兼
久

にわかに新型コロナ感染者も増えてきたというにわかに新型コロナ感染者も増えてきたという
ことで、開催していいものか悩みましたが、最ことで、開催していいものか悩みましたが、最
小限の感染対策を実施したうえでの開催となり小限の感染対策を実施したうえでの開催となり
ました。食事、アルコールなしということで、ました。食事、アルコールなしということで、
ちょっぴり物足りない感もありましたが、役員ちょっぴり物足りない感もありましたが、役員
一同知恵を絞って楽しい出し物を用意。一同知恵を絞って楽しい出し物を用意。

琉球國祭り太鼓やヴ
ィアマテラス宮崎

琉球國祭り太鼓やヴ
ィアマテラス宮崎

「スットコドッコイ
ズ」によるステージ

「スットコドッコイ
ズ」によるステージ

で、皆さん笑顔にな
りましたよ(^^♪

で、皆さん笑顔にな
りましたよ(^^♪

みなさん、来年も元
気で集まってくださ

みなさん、来年も元
気で集まってくださ

いねー（新町地区役
員一同より）

いねー（新町地区役
員一同より）

このあと「マツケンサンバ」を踊りましたこのあと「マツケンサンバ」を踊りました

目の前の食事はお持ち帰り (T_T)/̃̃̃目の前の食事はお持ち帰り (T_T)/̃̃̃

獅子舞も登場～獅子舞も登場～

琉球國祭り太鼓による演舞琉球國祭り太鼓による演舞


